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▲第２回定例会
　議案審査の様子

　

平
成　

年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月　

日
か
ら　

日
ま
で

２５

１０

２４

の　

日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１５

　

今
定
例
会
で
は
、
条
例
や
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案

　

件
、
人
事
案
件
1
件
、
計　

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

２９

３０

　

審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

第２回定例会

条
例
や
補
正
予
算
な
ど

　

件
を
可
決

３０
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

・
平
成　

年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）（
第
４
号
）

２５

・
平
成　

年
度
石
巻
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

２５

・
平
成　

年
度
石
巻
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

２５

号
）

・
平
成　

年
度
石
巻
市
市
街
地
開
発
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

２５

　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

・
石
巻
市
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
に
関
す
る
条
例

・
延
滞
金
等
の
特
例
措
置
の
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

・
石
巻
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

条　
　
　

例

予　
　
　

算

第
２
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

議
案
と
審
議
結
果

・
石
巻
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
石
巻
市
介
護
保
険
料
の
減
免
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
斎
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

・
姉
妹
都
市
の
締
結
に
つ
い
て

・
公
有
水
面
埋
立
に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て

・
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

・
町
の
区
域
を
新
た
に
画
す
る
こ
と
に
つ
い
て

・
物
損
事
故
の
和
解
及
び
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
の
契
約
締
結
に
つ
い
て

　

（
北
村
保
育
所
建
設
工
事
）

　

（
桜
坂
高
等
学
校
建
設
そ
の
他
工
事
）

　

（
桜
坂
高
等
学
校
建
設
そ
の
他
電
気
設
備
工
事
）

　

（
桜
坂
高
等
学
校
建
設
そ
の
他
機
械
設
備
工
事
）

　

（
石
巻
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
設
工
事
）

　

（
湊
中
学
校
災
害
復
旧
そ
の
他
工
事
）

　

（
湊
小
学
校
災
害
復
旧
そ
の
他
工
事
）

　
　
　
　
　
　
　

（
同
意
、
選
挙
）

・
公
平
委
員
会
委
員
を
選
任
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

そ　

の　

他

人

事
選
挙
管
理
委
員

　

齋　

藤　

洋　

一　

氏

　

志　

摩　

成　

子　

氏

　

佐
々
木　

政　

勝　

氏

　

小　

林　

伸　

幸　

氏

補　

充　

員

　

大　

橋　
　
　

晃　

氏

　

�　

橋　
　
　

高　

氏

　

武　

山　
　
　

修　

氏

　

佐
々
木　

時　

夫　

氏が当
選

山
田
金
治
氏
を
選
任
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第2回定例会で議決した議案の中から

◆石巻市被災市街地復興土地区画整理事業施行に関する条例

　○土地区画整理法及び被災市街地復興特別措置法に基づき、被災市街地復興土地区画整理事業（既成市街地４

地区：新門脇・湊東・湊北・下釜第一）の施行に伴う必要な事項を条例で定めることとされていることから、

本条例を制定するもの。

◆石巻市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

　〇子育て世代の経済的負担の軽減を図るとともに、若い世代の定住を促進するためにもより子育てしやすい環

境を早急に整備する必要があることから、本年１０月診療分から通院分の医療費助成対象年齢を小学６年生ま

で拡大するため、本条例の一部を改正するもの。

◆石巻斎場条例の一部を改正する条例

　〇斎場施設において、利用の許可から祭事、火葬までを包括的に行い、住民サービスの向上を図ることを目的

に指定管理者制度を導入することから、本条例の一部を改正するもの。

可決された条例の中から

◆姉妹都市の締結について

　〇本市とイタリア共和国チビタベッキア市は、合併以前から続く両市の姉妹都市交流を新石巻市として再開さ

せるとともに、国際化の進展を図るため、改めて姉妹都市の締結をするもの。

そ の 他 の 議 案 か ら

　今回の補正予算は、子育て世代の経済的負担の軽減や若い世代の定住を促進するなど、子育て環境の充実を図

るため、子ども医療費の通院助成対象年齢を小学６年生まで拡大するほか、任意接種である「おたふくかぜ（流

行性耳下腺炎）」、「水痘（水ぼうそう）」の予防接種への助成事業を新たに実施するための経費、再生エネルギー

を活用した環境先進地域（エコタウン）の実現のため、蓄電池システム、エネルギー管理システム（ＨＥＭＳ）

導入に対する補助金、保健・福祉・医療・介護等の多職種連携による「地域包括ケアシステム」の実現を目指す

ための「包括ケアセンター」の開設に要する経費、総合支所内の安全対策に要する経費などについて措置したもの。

可決された補正予算のおもな中身は

◆労働費では

　・市が認定した産業施策の支援を受けた事業所に

対する雇用創出助成金など

◆農林水産業費では

　・石巻漁港荷さばき所施設の復旧整備に要する経

費など

◆土木費では

　・総合支所管内の交通の安全及び生活環境の向上

に要する経費

　・高台避難場所及び避難路の整備に要する経費など

◆災害復旧費

　・小、中学校の校舎等の災害復旧等に要する経費

　・女川消防署牡鹿出張所及び河北消防署北上出張

所の災害復旧に要する経費など

◆総務費では

　・被災した集会所の改修等に対する補助金など

◆民生費では

　・子ども医療扶助費の増額（小学６年生まで通院分助

成の拡大）

　・認知症高齢者グループホームが実施する移転新築に

対する補助金など

◆衛生費では

　・おたふくかぜ（流行性耳下腺炎）及び水痘（水ぼう

そう）の助成事業の追加による各種予防接種業務委

託料の増額

　・太陽光発電等普及促進の助成項目の追加に係る増額

　・エネルギー管理システム（ＨＥＭＳ）普及促進事業

費補助金

　・地域包括ケアシステムの構築を目指すため、開成地

域の仮設住宅等の住民を中心とした「包括ケアセン

ター」を開設し、保健・福祉・医療・介護等の多職

種連携の実践に係る経費など
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石
巻
市
斎
場
の
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
い
て
伺
う
。

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
炉
の
改
修

に
合
わ
せ
て
導
入
し
、
業
務
内
容
の

見
直
し
等
、
炉
前
業
務
や
収
骨
業
務
な
ど
の

関
連
業
務
の
整
理
を
行
い
な
が
ら
、
炉
の
運

転
に
合
わ
せ
て
新
し
い
斎
場
の
運
営
形
態
を

作
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
。

　

緊
急
地
震
速
報
受
信
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
た
防
災
教
育
に
つ
い
て
伺
う
。

　

緊
急
地
震
速
報
受
信
機
器
は
、
昨

年
度
は　

台
、
今
年
度
は
６
台
設
置

１０

し
、
合
計
で　

台
設
置
す
る
計
画
と
な
っ
て

１６

い
る
。
緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ
ム
は
、
第
１

の
地
震
情
報
と
し
て
、
児
童
・
生
徒
た
ち
が

迅
速
に
避
難
で
き
る
と
い
う
点
で
、
大
変
有

効
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
活
用
に
あ
た
り
、

防
災
教
育
の
充
実
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と

認
識
し
て
い
る
。

　

雄
勝
小
学
校
統
合
移
転
設
計
業
務

に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
採
用
す
る

理
由
及
び
基
本
構
想
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

と
の
関
連
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　

今
回
の
学
校
建
設
は
高
低
差
の
激

し
い
土
地
へ
の
建
設
で
あ
り
、
大
規

模
か
つ
複
雑
な
施
工
計
画
と
な
る
た
め
、
高

度
な
技
術
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
設

計
業
者
の
力
量
を
判
断
・
選
定
す
る
た
め
に

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
っ
て
、

選
定
さ
れ
た
設
計
業
者
が
、
基
本
構
想
検
討

委
員
会
で
地
域
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
や
地
域

の
要
望
、
今
後
の
学
校
の
あ
り
方
等
を
踏
ま

え
た
上
で
基
本
計
画
の
策
定
か
ら
作
業
を

行
っ
て
い
く
。

　

な
お
、
設
置
形
態
に
つ
い
て
は
雄
勝
の
大

浜
地
区
に
小
・
中
学
校
の
併
設
校
と
し
て
建

設
す
る
計
画
で
、
校
舎
仕
様
に
つ
い
て
、
今

後
、
基
本
構
想
検
討
委
員
会
で
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会
の
開
催
地
区
及
び
送
迎
バ
ス
の
有

無
に
つ
い
て
伺
う
。

　

今
回
の
補
正
は
、
雄
勝
公
民
館
主

催
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

大
会
の
備
品
購
入
等
に
関
す
る
費
用
で
あ
り
、

送
迎
に
つ
い
て
は
予
定
し
て
い
な
い
。

石
巻
市
斎
場
に
つ
い
て

環
境
教
育
委
員
会

　

６
月　

日
の
本
会
議
で
、
条
例
、
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
総

１１

務
企
画
、
環
境
教
育
、
保
健
福
祉
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
こ
と
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
の
質
疑
と
答
弁

の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

各
常
任
委
員
会
で
の
審
査

各
常
任
委
員
会
で
の
審
査

雄
勝
小
学
校
統
合
移
転
に
つ
い
て

実
践
的
防
災
教
育
総
合
支
援
事
業
に
つ

い
て

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
に

つ
い
て

　

震
災
復
興
基
金
費
の
年
度
末
残
額

及
び
使
途
に
つ
い
て
伺
う
。

　

県
交
付
金
分
約　

億
円
、
津
波
被

８５

災
住
宅
再
建
支
援
分
約
２
５
５
億
円
、

市
独
自
分
約　

億
円
、
現
年
災
分
約　

億
円
、

１９

９３

合
計
約
４
５
３
億
円
で
あ
り
、
繰
入
額
約
１

５
７
億
円
を
差
し
引
く
と
約
２
９
６
億
円
の

残
額
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
津
波
被
災

住
宅
再
建
支
援
分
の
残
額
が
約
１
３
０
億
円

で
あ
り
、
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。

　

使
途
に
つ
い
て
は
、
県
交
付
金
分
は
、
被

災
者
の
生
活
支
援
、
住
宅
支
援
、
産
業
支
援

の
ソ
フ
ト
事
業
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
。
市

独
自
分
、
現
年
災
分
に
つ
い
て
は
特
に
使
途

は
決
め
て
い
な
い
が
、
津
波
被
災
住
宅
支
援

分
に
つ
い
て
は
、
住
宅
再
建
支
援
の
み
に
使

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
制
限
が
あ

る
。 震

災
復
興
基
金
費
に
つ
い
て

総
務
企
画
委
員
会

東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
基
金
に
つ

い
て　

東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
基
金

の
県
交
付
金
額
と
使
途
に
つ
い
て
伺
う
。

　

１
、
７
５
２
億
円
が
県
交
付
金
で

あ
り
、
予
算
化
し
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
順
次
繰
り
入
れ
し
て
い
る
。

　

使
途
に
つ
い
て
は
、
基
幹
事
業
５
省　

事
４０

業
に
適
合
し
た
も
の
以
外
に
は
使
用
で
き
な
い
。

　

チ
ビ
タ
ベ
ッ
キ
ア
市
と
の
再
度
の

姉
妹
都
市
締
結
に
つ
い
て
伺
う
。

　

平
成　

年
２
月
に
チ
ビ
タ
ベ
ッ
キ

２３

ア
市
側
か
ら
再
締
結
の
意
向
が
示
さ

れ
た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
延
期
と

な
っ
て
お
り
、
本
年
１
月
に
両
市
合
意
に
至
っ

た
こ
と
か
ら
、
合
併
後
の
新
石
巻
市
と
し
て

改
め
て
姉
妹
都
市
締
結
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

姉
妹
都
市
の
締
結
に
つ
い
て
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地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
開
成

仮
診
療
所
と
の
具
体
的
な
係
わ
り
方

に
つ
い
て
伺
う
。

　

包
括
ケ
ア
の
中
の
医
療
部
分
に
つ

い
て
は
、
診
療
所
長
を
中
心
に
市
立

病
院
と
し
て
係
わ
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
包

括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長
を
診
療
所
長
が
兼
務

す
る
予
定
で
あ
り
、
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
情
報
を
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が
取
り

ま
と
め
、
そ
れ
を
診
療
所
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ

イ
ト
し
て
い
く
立
場
で
考
え
て
い
る
。

　

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
を
中
学
３

年
生
ま
で
拡
大
し
た
場
合
の
概
算
額

に
つ
い
て
伺
う
。

　

１
学
年
当
り
の
概
算
額
は
年
間
で

２
、
６
０
０
万
円
か
ら
２
、
７
０
０

万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

補
正
額
は
小
学
５
・
６
年
生
ま
で
の　

月
１０

診
療
分
か
ら
１
月
診
療
分
の
４
ヵ
月
分
を
計

上
し
て
い
る
も
の
で
、
中
学
３
年
生
ま
で
拡

大
す
る
と
年
間
約
１
億
３
、
５
０
０
万
円
と

な
る
。　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

保
健
、
福
祉
、
医
療
及
び
介
護
等

の
関
係
機
関
と
の
連
携
が
必
要
で
あ

る
た
め
、
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が
全
体
を
管

理
す
る
こ
と
で
諸
問
題
の
調
整
を
図
り
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
開
成
仮
診
療
所
及

び
民
間
事
業
者
等
と
協
力
し
、
官
民
一
体
で

の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指

し
て
い
く
。

保
健
福
祉
委
員
会

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
拡
大
に
つ
い
て

包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
推
進
事
業
に
つ
い

て
（
そ
の
①
）

産
業
建
設
委
員
会

　

評
価
委
員
の
選
定
基
準
と
審
議
会

の
委
員
定
数
は
。
ま
た
、
土
地
区
画

整
理
事
業
の
総
論
賛
成
、
各
論
反
対
と
い
う

事
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　

評
価
委
員
に
つ
い
て
は
、
地
権
者

な
ど
の
利
害
関
係
者
で
は
な
く
、
不

動
産
鑑
定
士
等
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る
と

い
っ
た
視
点
で
今
後
選
定
し
て
い
く
。
審
議

会
の
委
員
定
数　

名
は
、
土
地
区
画
整
理
法

１０

で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
学
識
経

験
委
員
以
外
は
、
宅
地
所
有
者
及
び
借
地
権

者
か
ら
選
挙
で
選
出
さ
れ
る
。

石
巻
市
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整

理
事
業
施
行
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

ま
た
、
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
土
地

の
減
歩
負
担
は
ど
う
し
て
も
必
要
と
な
る
が
、

先
行
買
収
や
土
地
利
用
の
見
直
し
な
ど
に
よ

り
で
き
る
だ
け
負
担
を
軽
く
し
、
地
権
者
の

同
意
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
被
災
者
の
目
線

に
立
っ
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　

石
巻
市
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
整

備
事
業
計
画
と
実
施
方
法
は
。

　

事
業
概
要
は
、
石
巻
漁
港
の
災
害

復
旧
と
あ
わ
せ
、
密
閉
式
の
高
度
衛

生
管
理
型
荷
さ
ば
き
所
を
漁
業
種
別
ご
と
に

東
西
と
中
央
に
３
棟
整
備
す
る
も
の
で
、
平

成　

年
度
早
期
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い

２７
る
。

　

事
業
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
者
を
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
選
定
し
、
複
数
工
事

の
工
程
、
品
質
、
コ
ス
ト
等
を
管
理
し
、
効

率
的
な
事
業
調
整
が
可
能
と
な
る
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
式
に
よ
る

実
施
設
計
と
工
事
施
工
の
一
括
発
注
を
行
う

こ
と
で
、
工
期
の
短
縮
と
事
務
負
担
の
軽
減

を
図
り
た
い
。

　

ま
た
、
現
在
あ
る
仮
設
の
荷
さ
ば
き
所
３

棟
に
つ
い
て
は
、
水
産
庁
で
施
工
し
て
い
る

岸
壁
工
事
に
合
わ
せ
１
棟
ず
つ
移
動
し
、
水

揚
げ
を
止
め
な
い
よ
う
に
調
整
し
な
が
ら
工

事
を
進
行
さ
せ
て
い
く
。

包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
推
進
事
業
に
つ
い

て
（
そ
の
②
）

石
巻
市
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
整
備
事

業
に
つ
い
て

■
緊
急
避
難
路
と
し
て
鹿
又
地
区

内
市
道
「
仙
台
道
道
路
」
の
拡

幅
、
整
備
を
求
め
る
要
望
書

（
提
出
者
）

　
　

鹿
又
梅
木
区
会
会
長

（
梅
木
行
政
委
員
）
三
浦　

武
司

第第第第第第第第第第第
22222222222
回回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会
ににににににににににに

提提提提提提提提提提提
出出出出出出出出出出出
さささささささささささ
れれれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたたた
陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳
情情情情情情情情情情情

議
員
全
員
へ
参
考
回
付
し
ま
し
た
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（
平
成　

年
度
石
巻
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

２４

予
算
）

（
平
成　

年
度
石
巻
市
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
）

２４

（
平
成　

年
度
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

２４

予
算
）

（
平
成　

年
度
石
巻
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
）

２４

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

・
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

・
平
成　

年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

２５

　
　
　
　
　
　
　

（
同　
　

意
）

・
監
査
委
員
を
選
任
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
教
育
委
員
会
委
員
を
任
命
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

・
固
定
資
産
評
価
員
を
選
任
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

（
承
認
、
原
案
可
決
）

・
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
石
巻
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
）

（
石
巻
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

（
石
巻
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

（
平
成　

年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算
）

２４

（
平
成　

年
度
石
巻
市
土
地
取
得
特
別
会
計
補
正
予
算
）

２４

（
平
成　

年
度
石
巻
市
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会

２４

計
補
正
予
算
）

（
平
成　

年
度
石
巻
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
）

２４

条　
　
　

例

予　
　
　

算

第
２
回
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た

議
案
と
審
議
結
果

（
平
成　

年
５
月　

日
開
催
）

２５

１５

人

事

案

件
柴
山
耕
一
氏
、
矢
川
昌
宏
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

阿
部
邦
英
氏
、
津
嶋
ユ
ウ
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

勝
又
至
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

そ　

の　

他

《石巻市議会事務局》

〒986－8501　石巻市穀町14番１号
ＴＥＬ（９５）１１１１（代表）
ＦＡＸ（９６）２２７４
Ｅ-mail  assesc@city.ishinomaki.lg.jp

ご
意
見
拝
聴

〜「
市
民
の 
聲 
」〜

こ
え

　

議
会
運
営
に
つ
い
て
皆
様

の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

石
巻
市
議
会
で
は
、
市
民
福
祉

の
向
上
を
目
指
し
、
開
か
れ
た
議

会
運
営
に
努
め
て
お
り
、
市
民
の

負
託
に
応
え
る
た
め「
市
民
の
聲
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

提
案
や
意
見
は
、
議
場
傍
聴
席

に
設
置
し
て
い
る
提
案
箱
へ
の
投

函
、
郵
送
、
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、
電
子
メ
ー
ル
等
に
よ
り
随
時

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

６
月　

日
、
第
２
回
定
例
会
時
、
議
長
よ
り
「
記
録

２１

提
出
義
務
の
な
い
こ
と
の
確
認
請
求
控
訴
事
件
」
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
記
録
提
出
義
務
の
な
い
こ
と
の
確
認
請
求
事
件
」に

つ
い
て
、
４
月　

日
に
仙
台
地
方
裁
判
所
で
判
決
が
言

２４

い
渡
さ
れ
、
本
市
議
会
の
主
張
が
全
面
的
に
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
原
告
の
訴
え
は
却
下
さ
れ
た
た
め
、
原
告
が

こ
の
判
決
を
不
服
と
し
て
、
仙
台
高
等
裁
判
所
に
控
訴

し
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
本
件
事
件
に
つ
い
て
は
、
７
月
２
日
に
仙
台

高
等
裁
判
所
で
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
、
８
月　

日
に
判

２９

決
が
言
い
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

緊

急

質

問

問　

震
災
の
ガ
レ
キ
処
理
業
務
で
、
３
億
円
を
超
え
る
公

金
の
不
明
支
出
が
発
覚
し
、
市
議
会
で
資
料
の
提
出
を

求
め
た
と
こ
ろ
、
提
出
す
る
義
務
が
な
い
と
訴
訟
が
な

さ
れ
た
が
、
４
月　

日
訴
え
が
却
下
さ
れ
た
。

２４

　
　

こ
の
事
件
は
、
国
税
、
会
計
検
査
院
、
ま
た
仙
台
地

検
に
も
問
題
が
提
起
さ
れ
て
お
り
、
業
者
が
提
出
し
た

作
業
日
報
に
は
、
作
業
員
の
写
真
が
な
く
、
作
業
員
名

簿
も
黒
塗
り
で
、
正
当
な
調
査
も
で
き
な
い
。
こ
の
ま

ま
で
は
架
空
工
事
の
疑
惑
が
深
ま
る
ば
か
り
で
あ
り
、

今
回
の
地
裁
の
判
決
を
受
け
、
作
業
員
名
簿
を
公
表
す

べ
き
で
あ
る
。

答　

地
裁
判
決
を
重
く
受
け
と
め
て
い
る
が
、
業
者
側
が

控
訴
し
て
お
り
、
推
移
を
見
守
り
た
い
。
ま
た
、
捜
査

が
入
っ
た
ら
、
全
面
的
に
協
力
し
た
い
。

黒
須　

光
男　
議
員

※
却
下
と
は
・
・
・

　

訴
え
の
内
容
を
審
理
し
な
い
で
不
適
法
と
し
て

門
前
払
い
す
る
こ
と
。　
 

（『
大
辞
泉
』
よ
り
）
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まちなか再生促進特別委員会

特別委員会活動報告

東日本大震災復興促進特別委員会

　平成25年６月５日、当委員会が開催され、中心市

街地等を取り囲む堤防の高さを決定する際に用いら

れた東北大学モデルの津波シミュレーションについ

て、東北大学災害科学国際研究所 今井健太郎 助教

より説明を受けた後、意見交換が行われました。

　また、６月27日に開催された、当委員会では、コ

ンパクトシティいしのまき・街なか創生協議会幹事

長の尾形和昭氏から、協議会が提案している中心市

街地活性化ビジョンについて説明を受けた後に、意

見交換が行われました。

～牡鹿地区の復興状況について現地調査を実施～

　平成25年５月20日、東日本大震災復興促進特別委

員会を開催し、牡鹿地区の復旧復興状況について現地

調査を実施しました。調査は、主に産業及び漁港の復

旧復興状況等について行い、鮎川港周辺の状況や仮設

魚市場、仮設商店街をはじめ、金華山、微細藻類栽培

施設などについて視察しました。

▲６月５日の意見交換の様子

▲鮎川港周辺の状況を調査

議会を傍聴してみませんか？
本会議や委員会は、どなたでも自由に傍聴することができます。

市議会議員の活動、市政を知るために、ぜひ傍聴してみませんか？

本会議の一般傍聴席の定員は40席、委員会は10席です。

会議当日、傍聴受付で住所、氏名を記入し、傍聴券の交付を受けてください。

傍聴券は先着順で交付いたします。　
（※議長及び委員長が必要と認めた時は定員を超えて傍聴させる場合があります。）

次回の定例会は９月です。詳細日程は議会事務局へお問い合わせください。
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議員21人が登壇 

市政を問う ！ 

一 般 質 問 一 般 質 問 　第２回定例会の一般質問は、6月18日、
19日、20日、21日及び24日の５日間行われ
ました。今回は21人の議員が登壇し、市政
全般にわたり市当局の見解をただしました。
その中から、いくつかの質問と答弁の要旨
を紹介します。
　なお、このコーナーは質問を行った議員
が自ら、市当局の答弁に基づき、記事の編
集を行っています。

一般質問

一般質問通告一覧
（※議員名の前についている番号は質問順序です）

①黒須　光男
１　不正なガレキ処理業務及び一般社団法人石巻災

害復興支援協議会の問題点について

②千田　直人
１　市長・市議補欠選挙低投票率等について
２　農林水産６次産業化の推進について
３　桃生地区に係る要望事業について

③遠藤　宏昭
　１　若年世代の定住促進策など魅力あふれるまちづ

くりについて

④安倍　太郎
　１　震災復興について

⑤森山　行輝
１　市長の政治姿勢について

⑥阿部　正春
１　６次産業化について
２　漁業特区について
３　他県・他団体・個人からの寄付行為に対する対

処について

⑦渡辺　拓朗
　１　高齢社会の震災復興

⑧山口荘一郎
　１　市長所信表明について

⑨阿部　吉治
１　復興の証しについて
２　借上げ土地について
３　門脇、南浜地域について

⑩首藤　博敏
１　子どもの学力問題について
２　地域コミュニティの活性化について
３　仮設住宅の一人暮らし高齢者の心のケア対策に

ついて
４　人事異動のあり方について

⑪阿部　久一
１　防災移転促進事業について
２　仮設住宅入居状況について
３　雄勝地域の復旧復興に向けて

⑫櫻田　誠子
１　被災者支援について
２　子育て支援について

⑬阿部　利基
１　魚町の防災計画と市営駐車場について
２　人口流出対策と若者への経済的支援について
３　道徳教育について
４　仮設住宅における自治力向上について

⑭千葉　眞良
１　消費税について
２　総合運動公園について
３　津波への対応について
４　中瀬公園について
５　避難所としての学校について
６　区画整理について
７　組織機構改革について

⑮近藤　　孝
１　水辺の緑のプロムナード計画とまちづくりについて
２　都市計画について
３　新市街地のまちづくりについて
４　組織機構の改編について

⑯水澤冨士江
１　復興途上の教育環境改善について
２　住民が主人公のまちづくりについて

⑰堀川　禎則
１　所信表明と復興促進について

⑱後藤　兼位
１　震災からの復旧・復興へ向けての行財政運営に

ついて

⑲阿部　正敏
　所信表明における四つの柱を実現するための具体策
について
　１　市民生活の復興について
　２　災害に強いまちづくりについて
　３　産業の再生と雇用の確保について
　４　市民主体による創造的なまちづくりについて

⑳石森　市雄
１　市長の政治姿勢について
２　復興事業の進捗状況について
３　牡鹿地区の諸課題について

�庄司　慈明
１　子宮頸がんワクチンの副作用問題

　　　　－未来を担う子供たちを危険にさらさないた
めに－

　２　街づくりの担い手との協働の実践のために
　　　　－不可欠な住民の話合いの条件づくり－
　３　災害危険区域の指定について
　　　　－その新たな指定は可能なのか－
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一般質問

黒
須　

光
男　
議
員

問　

藤
久
建
設
�
の
平
成　

年
５
月
時
点
で
の
従
業
員
は
何

２３

人
か
。
作
業
日
報
で
は
、
５
月　

日
は　

名
、
５
月　

日

２５

５１

２６

は　

名
と
な
っ
て
い
る
が
確
認
さ
れ
た
か
。
ま
た
埼
玉
の

６４
浦
和
学
院
高
校
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
表
し
た
写
真
で

は
、
石
巻
市
及
び
藤
久
建
設
�
社
長
が
兼
務
す
る
石
巻
災

害
復
興
支
援
協
議
会
へ
の
義
援
金
の
受
渡
し
に
、
市
長
の

後
援
会
長
が
立
ち
会
っ
て
お
り
問
題
で
あ
る
。
市
長
後
援

会
長
は
同
協
議
会
の
役
員
で
も
あ
っ
た
の
か
。

答　

５
月
分
の
公
的
証
明
書
で
は
、
従
業
員
が
８
人
、
こ
の

内
女
性
が
２
人
で
あ
り
、
両
日
の　

名
、　

名
は
間
違
い

５１

６４

な
い
。
ま
た
後
援
会
長
が
同
協
議
会
の
役
員
で
あ
る
こ
と

は
確
認
さ
れ
た
。

問　

５
月
分
の
従
業
員
数
が
下
請
け
届
け
も
出
て
い
な
い
の

に
、
な
ぜ
日
報
で
は
膨
れ
上
が
っ
た
の
か
。

答　

従
業
員
数
の
違
い
は
協
力
会
社
が
入
っ
た
と
報
告
を
受

け
た
。
工
事
経
過
を
確
認
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
混
乱
期

で
あ
り
手
が
回
ら
ず
深
く
反
省
す
る
。

問　

こ
の
事
件
は
藤
久
建
設
�
が
一
人
で
出
来
る
も
の
で
は

な
い
。
政
・
官
・
業
の
三
位
一
体
で
の
架
空
工
事
で
あ
り
、

詐
欺
事
件
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
私
の
信
頼
す
る
弁
護
士

が
ふ
と
つ
ぶ
や
い
た
「
浅
ま
し
い
事
件
」
と
の
言
葉
が
い

ま
だ
脳
裏
か
ら
離
れ
な
い
。

千
田　

直
人　
議
員

問　

低
投
票
率
対
策
と
学
校
の
傍
聴
授
業
を
伺
う
。

　
　

合
併
後
、
過
去
最
低
投
票
率
と
な
っ
た
市
長
・
市
議
補

欠
選
挙
総
括
と
向
上
対
策
は
。
小
中
学
校
の
議
会
傍
聴
授

業
を
拡
大
し
、
市
政
に
関
心
と
興
味
を
持
た
せ
て
は
。

答　

当
日
の
気
象
条
件
が
影
響
し
低
下
、
仮
設
団
地
か
ら
送

迎
を
計
画
し
て
い
る
。
市
内
小
中
学
校
に
市
議
会
傍
聴
授

業
を
呼
び
か
け
る
。

問　

本
市
６
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　

「
市
独
自
の
支
援
制
度
や
セ
ン
タ
ー
的
な
機
能
を
持
つ

拠
点
施
設
の
整
備
を
」
と
報
道
。
具
体
に
伺
う
。

答　

農
林
水
産
業
に
携
わ
る
関
係
意
見
を
伺
い
、
必
要
な
支

援
制
度
や
拠
点
施
設
を
検
討
し
た
い
。

問　

市
道
袖
沢
四
号
線
改
修
要
望
を
伺
う
。

　
　

道
幅
急
に
狭
ま
る
危
険
地
改
修
、
平
成　

年　

月
地
区

１８

１１

民　

名
署
名
捺
印
要
望
。
対
応
い
か
に
。

２０

答　

現
地
調
査
及
び
測
量
設
計
を
今
年
度
中
に
実
施
し
、
早

期
解
決
を
図
る
。

問　

市
道
樫
崎
・
拾
貫
線
継
続
事
業
を
伺
う
。

　
　

継
続
整
備
事
業
、
薬
田
地
区
に
て
停
止
状
態
、
繰
り
延

べ
対
象
事
業
と
聞
く
。
い
か
な
る
理
由
か
伺
う
。

答　

早
急
に
残
り
の
用
地
買
収
に
努
め
、
道
路
の
完
成
を
目

指
し
て
進
め
た
い
。

・
市
長
・
市
議
補
欠
選
挙
低
投
票
率
に
つ
い
て

・
農
林
水
産
６
次
産
業
化
の
推
進
に
つ
い
て

・
桃
生
地
区
に
係
る
要
望
事
業
に
つ
い
て

遠
藤　

宏
昭　
議
員

問　

子
ど
も
医
療
費
助
成
対
象
年
齢
を
通
院
分
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
に
拡
大
し
た

こ
と
は
、
ま
さ
に
「
老
馬
の
智
」
で
あ
り
、
子
育
て
世
代

に
と
っ
て
は
大
変
喜
ば
し
い
施
策
で
あ
る
。
少
子
化
対
策

の
一
環
で
あ
り
、
震
災
後
の
本
市
か
ら
の
若
い
世
代
の
人

口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
、
そ
し
て
本
市
の
若
年
世
代
の

定
住
促
進
を
図
れ
る
有
効
な
対
策
に
な
る
も
の
と
信
じ
る
。

　
　

親
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
を
早
急
に
整
え
る

必
要
が
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
も
小
学
６
年
生
ま
で
の
拡
大
を
早
急
に
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　

市
民
と
の
対
話
の
重
要
性
、
な
か
で
も
子
育
て
中
の
マ

マ
さ
ん
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
な
さ
ん
と
の
意
見
交
換
も
積
極
的

に
行
な
う
べ
き
と
思
う
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答　

議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
、
若
年
層
の
方
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
お
母
さ
ん
方
と

の
意
見
交
換
を
行
な
い

た
い
の
で
、
是
非
、
そ

の
よ
う
な
機
会
を
作
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
「
移
動
市
長
室
」
を

早
期
に
再
開
し
た
い
。

・
若
い
世
代
の
定
住
促
進
策
な
ど
魅
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

▲蛇田中学区の通学路の安全対策
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一般質問

安
倍　

太
郎　
議
員

問　

５
月　

日
、　

日
に
河
北
団
地
（
二
子
地
区
）
移
転
希

２６

２８

望
者
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
た
目
的
は
。

答　

二
子
地
区
や
市
街
地
の
現
状
な
ど
正
し
い
情
報
提
供
と

再
意
向
調
査
と
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
発
足
が
目
的
で
あ
る
。

問　

二
子
地
区　

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
４
６
０
世
帯
の
移
転
が
無

１９

理
で
あ
れ
ば
、
隣
接
地
を
求
め
て
は
。

答　

宅
地
率　

・
6
パ
ー
セ
ン
ト
確
保
す
れ
ば
入
居
は
不
可

６４

能
で
は
な
い
と
思
う
。

問　

二
子
地
区
の
戸
建
面
積
１
０
０
坪
借
地
し
た
場
合　

年
３０

間
無
料
、
公
営
住
宅　

坪
戸
建
平
屋
、
今
後
も
変
更
は
な

６５

い
の
か
。

答　

変
更
は
な
い
。

問　

旧
市
内
団
地
に
変
更
し
た
場
合
は
。

答　

借
地
料
や
そ
れ
ぞ
れ
の
団
地
の
規
定
に
よ
り
河
北
団
地

の
要
件
は
引
き
継
が
れ
な
い
。

問　

河
北
団
地
の
造
成
予
定
地
が
軟
弱
地
盤
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
、
宅
地
供
給
が
平
成　

年
度
に
変
更
さ
れ
た
。
地

２９

盤
改
良
方
法
の
検
討
を
急
ぎ
、
１
年
で
も
前
倒
し
す
べ
き

で
は
。

答　

調
査
分
析
し
、
早
期
の
地
盤
改
良
工
法
策
を
決
定
す
る
。

問　

「
半
島
部
の
地
域
再
生
拠
点
づ
く
り
」の
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

本
年
７
月
末
ま
で
に
整
備
方
針
を
ま
と
め
、
次
回
の
復

興
交
付
金
申
請
を
目
指
す
。

・
震
災
復
興
に
つ
い
て

森
山　

行
輝　
議
員

問　

震
災
後
の
石
巻
市
を
早
期
に
復
興
す
る
為
、
市
長
は
何

を
早
急
に
成
さ
れ
る
の
か
。
任
期
の
４
年
間
で
は
ど
の
よ

う
な
事
業
を
、
ま
た
、
将
来
の
石
巻
市
を
ど
う
造
っ
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答　

早
急
に
す
べ
き
事
業
、
４
年
間
で
実
施
す
る
事
業
と
し

て
、
住
宅
の
再
建
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
み
、
土

地
の
買
い
取
り
、
土
地
の
造
成
を
進
め
、
仮
設
住
宅
か
ら

恒
久
住
宅
へ
の
移
転
を
促
進
す
る
。
復
興
公
営
住
宅
に
つ

い
て
も
、
必
要
な
戸
数
の
整
備
を
終
了
さ
せ
順
次
入
居
さ

せ
る
。

　
　

ま
た
、
防
災
面
に
つ
い
て
は
、
防
潮
堤
や
高
盛
土
道
路
、

津
波
避
難
ビ
ル
や
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
早
期
整
備
を
図
る
。

さ
ら
に
、
市
立
病
院
の
平
成　

年
開
院
や
、
地
域
包
括
ケ

２８

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
り
、
漁
港
施
設
や
魚
市
場
を
復

旧
す
る
。

　
　

内
陸
型
工
業
団
地
に
つ
い
て
も
須
江
地
区
に
造
成
を
終

了
さ
せ
、
被
災
し
た
各
学
校
の
復
旧
に
努
め
る
。
将
来
を

見
据
え
た
街
づ
く
り
の
為
、
エ
コ
セ
ー
フ
テ
ィ
タ
ウ
ン
の

実
現
、
Ｔ
・
Ｂ
・
Ｔ
へ
の
企
業
誘
致
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
産
業
の
育
成
、
関
連
産
業
の
誘
致
、
住
民
自
治
の
推
進

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

・
二
期
目
の
市
政
を
担
う
市
長
の
政
治
姿

勢
に
つ
い
て

阿
部　

正
春　
議
員

・
６
次
産
業
化
に
つ
い
て

問　

生
産
者
主
体
と
な
り
う
る
６
次
産
業
化
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
を
伺
い
た
い
。

答　

農
林
漁
業
成
長
化
フ
ァ
ン
ド
な
ど
活
用
し
な
が
ら
生
産

者
主
導
の
付
加
価
値
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

問　

漁
業
特
区
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

企
業
に
も
漁
業
権
を
与
え
る
と
い
う
特
区
、
漁
協
は
浜

が
二
分
す
る
な
ど
反
対
。
県
は
地
域
協
議
会
の
中
で
話
は

尽
く
さ
れ
た
と
し
て
こ
の
４
月
に
特
区
の
認
定
を
受
け
た
。

今
、
県
が
当
事
者
に
な
っ
て
い
る
現
状
で
、
漁
場
の
区
割
り

問
題
で
も
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
答
申
を
も
尊
重
す
る

事
な
く
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
強
引
と
も
言
え

る
県
の
対
処
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。
本
市
か
ら
県

に
提
出
し
た
意
見
書
と
も
本
市
の
意
向
を
照
ら
し
合
わ
せ
、

異
な
っ
て
い
れ
ば
な
お
一
層
県
の
方
に
働
き
か
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ご
意
見
を
伺
い
た
い
。

答　

市
が
関
与
す
る
部
分
と
い
う
の
は
、
知
事
あ
て
に
意
見

書
を
送
る
部
分
に
限
ら
れ
て
い
た
。
市
の
意
見
書
に
つ
い

て
は
、
十
分
に
留
意
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
状
況
が
ど
う
な
る
か
見
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　

先
般
、
本
市
に
電
話
に
て
寄
附
の
申
し
出
を
し
た
方
が
、

と
て
も
市
の
対
応
が
複
雑
に
受
け
と
め
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
対
処
を
し
て
い
る
の
か
を
伺
い
た
い
。

答　

常
々
職
員
に
周
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
不
手

際
な
対
応
が
あ
っ
た
件
に
つ
い
て
は
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

関
係
部
署
間
で
調
整
を
と
り
、
寄
附
さ
れ
る
方
が
不
快
な

思
い
を
さ
れ
る
事
が
な
い
よ
う
、
対
応
し
て
い
く
。



11

一般質問

渡
辺　

拓
朗　
議
員

問　

高
齢
社
会
の
中
の
震
災
復
興
に
挑
む
所
感
と
決
意
を
伺

う
。

答　

日
本
社
会
で
初
め
て
経
験
す
る
事
で
あ
り
、
地
域
包
括

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
な
が
ら
生
活
弱
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
き
め
細
や
か
な
手
を
打
つ
。

問　

復
興
の
遅
れ
は
将
来
の
圏
域
経
済
に
禍
根
を
残
す
。
特

に
防
集
事
業
や
復
興
住
宅
の
入
札
不
調
は
許
さ
れ
な
い
。

入
札
に
対
し
国
の
力
を
借
り
る
シ
ス
テ
ム
を
国
に
提
案
す

べ
き
。

答　

全
国
の
業
者
を
被
災
地
に
回
す
仕
組
み
と
受
け
入
れ
体

制
を
県
と
国
に
要
望
す
る
。
防
集
事
業
と
復
興
住
宅
整
備

は
前
倒
し
で
も
や
る
決
意
で
あ
る
。

問　

生
活
弱
者
の
復
興
住
宅
へ
の
引
っ
越
し
費
用
を
減
免
す

べ
き
。

答　

入
居
促
進
策
も
含
め
て
今
後
検
討
す
る
。

問　

健
康
検
診
の
受
診
率
低
下
へ
の
対
応
策
は
。

答　

被
災
者
へ
は
特
に
、
受
診
へ
の
補
足
の
時
間
を
設
け
電

話
等
で
受
診
を
促
す
。

問　

健
康
ビ
ジ
ネ
ス
の
支
援
事
業
を
実
施
す
べ
き
。

答　

地
域
の
雇
用
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
に
も
つ
な
が

り
、
健
康
増
進
策
の
啓
発
も
絡
め
て
今
後
検
討
す
る
。

・
高
齢
社
会
と
震
災
復
興

問　

経
産
省
事
業
を
組
み
込
む
な
ど
、
復
興
交
付
金
基
幹
事

業（
５
省　

事
業
）の
拡
大
を
求
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

４０

答　

経
産
省
は
基
幹
事
業
を
持
っ
て
い
な
い
が
、
グ
ル
ー
プ

化
補
助
金
で
復
興
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
。
起
業
家
支
援

は
重
要
で
あ
り
、
今
後
も
国
と
意
見
交
換
し
て
い
く
。

問　

東
日
本
大
震
災
検
証
資
料
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
、
災

害
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
空
白
時
間
解
消
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

災
害
検
証
は
デ
ー
タ
容
量
の
関
係
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
き
れ
て
い
な
い
が
、
早
期
に
公
開
で
き
る
よ
う
対

応
し
て
い
く
。
発
災
直
後
の
災
害
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
防
災
行
政
無
線
が
鳴
る
と
同
時
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
流
れ
る
よ
う
改
善
し
た
。

問　

鰐
山
墓
地
の
墳
墓
移
転
に
力
を
入
れ
、
日
和
山
へ
の
避

難
車
両
渋
滞
の
緩
衝
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

現
在
は
移
転
率　

％
と
な
っ
て
お
り
、
墳
墓
改
葬
に
よ

８６

り
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
と
い
う
点
に
つ
い

て
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

問　

医
師
確
保
に
お
け
る
人
件
費
の
課
題
と
は
何
か
。

答　

早
い
時
期
に
医
師
を
確
保
す
る
と
、
人
件
費
を
基
金
か

ら
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
県
か
ら
は
了
解
が
得

ら
れ
て
い
な
い
。
早
期
に
医
師
確
保
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

今
後
も
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

山
口
荘
一
郎　
議
員

・
復
興
交
付
金
に
つ
い
て

・
防
災
（
減
災
）
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

阿
部　

吉
治　
議
員

問　

国
家
が
国
民
を
守
る
証
し
に
よ
る
、
被
災
者
危
険
住
宅
移

転
が
定
め
ら
れ
た
。
よ
っ
て
、
被
災
者
住
宅
移
転
は
、
国
事

で
あ
る
。
当
然
無
償
、
あ
る
い
は
、
被
災
者
に
「
安
心
は
大

き
く
・
負
担
は
軽
く
」
を
図
る
事
が
「
復
興
の
証
し
」
と
考

察
す
る
。
市
長
の
見
解
を
求
め
る
。

答　

私
の
基
本
姿
勢
と
し
て
、「
市
民
生
活
の
復
興
」、「
災
害
に

強
い
街
づ
く
り
」、「
産
業
の
再
生
と
雇
用
の
確
保
」、「
市
民

主
体
に
よ
る
創
造
的
な
街
づ
く
り
」
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が

復
興
の
証
し
と
な
る
も
の
と
、
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

問　

一
日
よ
り
も
、
一
時
も
早
く
住
宅
再
建
を
行
う
為
の
支
援

策
に
つ
い
て
。

答　

被
災
者
危
険
住
宅
移
転
事
業
は
、
国
の
制
度
で
、
利
子
相

当
額
等
を
支
援
す
る
。

問　

人
間
に
は
、
衣
食
住
が
大
切
だ
が
、
被
災
者
は
、「
住
」
の

自
宅
生
活
を
一
日
千
秋
の
想
い
で
待
っ
て
い
る
。
い
つ
仮
設

住
宅
か
ら
移
転
出
来
る
か
に
つ
い
て
。

答　

造
成
工
事
に
着
手
し
て
い
る
が
、
被
災
さ
れ
た
方
々
が
住

宅
再
建
、
移
転
出
来
る
よ
う
防
災
集
団
移
転
事
業
等
を
加
速

し
て
い
く
。

問　

仮
設
住
宅
利
用
完
了
後
に
は
、
地
権
者
の
要
望
を
伺
う
事

が
必
要
と
思
う
が
、
そ
の
方
策
に
つ
い
て
。

答　

有
償
化
を
含
め
、
御
意
見
や
要
望
を
踏
ま
え
、
契
約
更
新

の
意
向
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

問　

被
災
地
の
買
い
上
げ
は
、
い
つ
頃
か
ら
開
始
さ
れ
る
の
か
。

そ
の
価
格
の
根
拠
に
つ
い
て
。

答　

国
土
調
査
が
未
実
施
で
あ
る
。
測
量
し
面
積
を
確
定
、
そ

の
後
、
不
動
産
鑑
定
士
が
評
価
し
、　

月
頃
か
ら
順
次
行

１０

な
っ
て
い
く
。

・「
復
興
の
証
し
と
は
」
に
つ
い
て

・
借
上
げ
土
地
に
つ
い
て

・
門
脇
、
南
浜
地
域
に
つ
い
て
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一般質問一般質問

首
藤　

博
敏　
議
員

問　

子
ど
も
の
学
力
向
上
の
た
め
に
、
少
人
数
指
導
・
習
熟

度
別
指
導
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

複
数
の
教
員
に
よ
る
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
指

導
な
ど
に
よ
り
、
習
熟
度
別
指
導
の
充
実
を
図
り
た
い
。

問　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
に
は
核
と
な
る
リ
ー
ダ
ー

の
存
在
が
不
可
欠
と
思
う
が
。

答　

リ
ー
ダ
ー
は
行
政
委
員
に
限
定
せ
ず
、
地
域
に
貢
献
で

き
る
担
い
手
の
育
成
を
行
い
つ
つ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
を
図
り
た
い
。

問　

心
の
ケ
ア
対
策
と
し
て
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
確
立
が
重
要
と
思
う
が
。

答　

こ
こ
ろ
の
相
談
会
等
の
定
期
的
な
開
催
に
加
え
、
集
会

所
等
を
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
日
常
的
に
集
え
る
よ
う
配
慮
す
る
。

問　

短
期
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
人
事
異
動
を
最
小
限
に
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
務
に
精
通
し
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
を
育
成
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

異
動
サ
イ
ク
ル
に
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
実
務
に

精
通
し
た
職
員
の
育
成
に
も
取
り
組
み
た
い
。

・
子
ど
も
の
学
力
問
題
に
つ
い
て

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
い
て

・
仮
設
住
宅
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
心

の
ケ
ア
対
策
に
つ
い
て

・
人
事
異
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て

阿
部　

久
一　
議
員

問　

二
子
地
区　

戸
増
え
て
、
移
転
先
の
土
地
面
積
が
不
足

４３

す
る
対
策
は
ど
う
講
じ
る
の
か
。

答　

６
月
初
旬
に
意
向
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
発
足

す
る
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

問　

雄
勝
地
区
中
心
部
の
再
生
は
ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。

答　

雄
勝
中
心
部
を
地
域
再
生
拠
点
と
し
、
集
団
移
転
団
地

と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
公
共
公
益
施
設
、
産
業
、
屋
外

レ
ジ
ャ
ー
、
漁
港
観
光
等
と
の
有
機
的
連
携
に
よ
る
地
域

再
生
基
盤
と
の
整
備
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　

漁
港
の
復
旧
工
事
入
札
が
な
ぜ
不
調
な
の
か
。

答　

道
路
事
情
の
関
係
や
生
コ
ン
建
設
資
材
の
搬
入
に
時
間

を
要
す
る
事
、
宿
泊
場
所
の
確
保
等
、
地
理
的
要
因
に
よ

る
事
も
考
え
ら
れ
る
。

問　

雄
勝
の
防
潮
堤
の
高
さ
は
住
民
の
合
意
を
得
ら
れ
て
い

る
の
か
。

答　

こ
れ
ま
で
各
地
区
で
開
催
し
て
き
た
住
民
説
明
会
・
漁

協
支
部
組
合
員
へ
の
説
明
会
に
よ
り
合
意
を
得
て
い
る
。

・
防
災
集
団
促
進
事
業
に
つ
い
て

・
雄
勝
地
域
の
復
興
復
旧
に
向
け
て

櫻
田　

誠
子　
議
員

問　

仮
設
住
宅
か
ら
復
興
住
宅
移
行
の
際
に
引
っ
越
し
費
用

な
ど
、
特
に
低
所
得
者
対
策
が
必
要
で
は
。

答　

復
興
住
宅
へ
引
っ
越
す
際
の
支
援
が
必
要
と
認
識
し
て

い
る
。
仮
設
住
宅
集
約
化
の
際
の
引
っ
越
し
費
用
も
合
わ

せ
て
支
援
の
検
討
を
す
る
。

問　

仮
設
住
宅
入
居
も
２
年
を
迎
え
土
台
の
腐
食
の
心
配
や

部
屋
の
カ
ビ
な
ど
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
苦
情
も
あ
る
。
今

後
仮
設
住
宅
の
総
点
検
が
必
要
で
は
。

答　

今
年
度
中
に
土
台
を
含
め
仮
設
住
宅
の
点
検
を
行
い
、

少
し
で
も
住
み
よ
い
環
境
作
り
に
努
め
る
。

問　

新
た
に
被
災
者
住
宅
再
建
事
業
補
助
金
の
申
請
受
付
が

始
ま
っ
た
が
、
対
象
者
で
も
知
ら
な
い
人
が
多
く
、
更
な

る
情
報
提
供
の
拡
充
を
す
べ
き
で
は
。

答　

申
請
期
間
も　

年
ま
で
と
長
い
事
か
ら
途
中
で
の
広
報

３２

を
始
め
、
周
知
の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

問　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
マ
ー
ク
の
更
な
る
周
知
を
し
、
妊
婦
歯

科
健
診
の
実
施
、
成
果
を
あ
げ
て
い
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

の
次
の
ス
テ
ッ
プ
の
為
、
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の

取
り
組
み
な
ど
環
境
作
り
が
必
要
。

答　

健
診
の
拡
充
と
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
に
つ
い
て

検
討
し
、
雇
用
を
含
め
総
合
的
に
子
育
て
し
や
す
い
環
境

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

保
健
師
の
役
割
は
大
き
く
、
人
員
拡
充
が
必
要
。

答　

幅
広
く
必
要
と
さ
れ
て
い
る
保
健
師
で
あ
り
、
人
員
補

充
の
必
要
性
が
あ
る
と
認
識
。
努
力
し
て
い
く
。

・
被
災
者
支
援
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
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一般質問

阿
部　

利
基　
議
員

千
葉　

眞
良　
議
員

問　

魚
町
に
お
け
る
雇
用
不
安
を
解
消
す
る
べ
く
、
公
営
駐

車
場
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
い
、
市
の
基
幹
産
業
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
防
災
面
か
ら
も
高

盛
道
路
内
側
に
駐
車
場
、
防
災
機
関
を
集
中
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

答　

現
状
で
は
駐
車
場
な
ど
の
整
備
は
難
し
い
。
他
の
部
分

で
対
処
し
た
い
。

問　

人
口
流
出
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
石
巻
に
お
い
て
、
若
者

起
業
家
へ
の
支
援
な
ど
を
行
い
外
か
ら
も
人
を
呼
ぶ
、
攻

め
の
政
策
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

答　

人
口
流
出
を
最
大
課
題
と
し
て
取
り
組
み
た
い
。

問　

震
災
の
風
化
防
止
、
防
災
教
育
と
い
う
点
で
も
、
道
徳

授
業
で
震
災
で
の
公
徳
心
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取
り
上
げ

る
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
道
徳
郷
土
資
料
集
な
ど
で
石
巻

の
偉
人
や
郷
土
教
育
に
活
用
し
、
石
巻
か
ら
巣
立
っ
た
子

供
た
ち
に
勇
気
と
誇
り
を
与
え
る
べ
き
と
思
う
が
。

答　

今
年
度
、
み
や
ぎ
の
先
人
集
「
未
来
へ
の
架
け
橋
」
を

県
で
作
成
し
た
。
授
業
に
つ
い
て
は
国
の
流
れ
を
待
ち
た
い
。

問　

仮
設
住
宅
に
お
け
る
自
治
会
事
情
は
非
常
に
難
し
い
状
態

に
あ
る
。
行
政
側
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ど
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

事
情
を
考
慮
し
て
対
処
し
た
い
。

・
仮
設
住
宅
に
お
け
る
自
治
力
向
上
に
つ
い
て

・
道
徳
教
育
に
つ
い
て

・
人
口
流
出
対
策
と
若
者
へ
の
経
済
的
支

援
に
つ
い
て

・
魚
町
の
防
災
計
画
と
市
営
駐
車
場
に
つ
い
て

問　

消
費
税
の
住
宅
再
建
に
与
え
る
影
響
は
。

答　

平
成　

年
4
月
か
ら
3
％
増
の
8
％
、
平
成　

年　

月

２６

２７

１０

か
ら　

％
に
増
税
さ
れ
る
予
定
で
、
住
宅
再
建
の
足
か
せ

１０

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
　

本
市
と
し
て
は
引
き
続
き
、
被
災
地
の
住
宅
再
建
に
係

る
消
費
増
税
を
据
え
置
く
な
ど
の
特
例
に
つ
い
て
要
望
し

て
い
く
。

問　

こ
の
ま
ま
で
は
中
瀬
が
北
上
川
の
中
に
沈
ん
で
し
ま
う

の
で
は
、
と
心
配
し
て
い
る
。
そ
こ
で
現
状
と
構
想
、
今

後
の
課
題
は
。

答　

震
災
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
公
園
整
備
を
位
置
付
け

て
お
り
、
新
内
海
橋
の
架
橋
計
画
、
水
辺
の
緑
の
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
計
画
と
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
官
民
協
働
に
よ

り
計
画
を
進
め
る
。

　
　

課
題
は
、
中
瀬
公
園
を
実
現
さ
せ
る
予
算
の
確
保
で
、

復
興
庁
と
の
協
議
経
過
か
ら
復
興
交
付
金
に
よ
る
整
備
が

難
し
い
。
今
後
も
国
・
県
と
協
議
を
重
ね
予
算
の
確
保
に

努
め
た
い
。

問　

区
画
整
理
地
区
の
建
築
制
限
は
。

答　

事
業
認
可
か
ら
換
地
処
分
の
公
告
の
日
ま
で
は
、
土
地

区
画
整
理
法
に
よ
り
市
の
許
可
が
必
要
に
な
る
。
た
だ
し
、

建
築
を
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
く
、
制
限
な
の
で
個
別
に

相
談
に
応
じ
る
。

・
消
費
税
に
つ
い
て

・
中
瀬
公
園
に
つ
い
て

・
区
画
整
理
に
つ
い
て

近
藤　
　

孝　
議
員

問　

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
構
想
を
核
と
し
た
、
新
し
い
観
光
都
市

石
巻
を
目
指
す
べ
き
で
は
。

答　

市
街
地
再
開
発
、
中
瀬
や
南
浜
の
公
園
計
画
な
ど
を
重

要
な
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
、
河
川
堤
防
を
活
用
し
た
散

策
路
や
空
間
整
備
を
行
い
、
賑
わ
い
、
憩
う
空
間
を
創
出
、

市
中
心
部
に
お
け
る
観
光
の
再
生
に
お
い
て
も
重
要
な
役

割
を
担
う
。「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」計
画
を
検
討
中
で
あ
る
。

問　

石
巻
の
将
来
像
を
、
映
像
な
ど
を
活
用
し
て
わ
か
り
や

す
く
市
民
に
発
信
す
べ
き
で
は
。

答　

将
来
像
の
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
に
く
い
と
の
意
見
も
あ
り
、

映
像
や
鳥
瞰
図
的
な
も
の
を
活
用
す
る
こ
と
は
有
効
で
あ

り
検
討
し
て
い
く
。

問　

青
葉
西
、
門
脇
一
番
谷
地
区
域
の
市
街
化
区
域
へ
の
一

部
見
直
し
が
必
要
と
思
う
が
。

答　

市
街
地
の
土
地
利
用
の
現
況
と
今
後
の
見
通
し
を
把
握

し
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
区
域
区
分
と
な
る

よ
う
、
県
と
の
意
見
交
換
を
行
い
進
め
て
い
く
。

問　

蛇
田
新
市
街
地
区
の
公
共
施
設
と
特
色
は
。

答　

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
た
め
の
施
設

や
、
高
齢
者
支
援
機
能
を
有
す
る
施
設
を
整
備
、
太
陽
光

発
電
を
利
用
し
た
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
す
る
。

・
水
辺
の
緑
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
計
画
と
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
都
市
計
画
に
つ
い
て
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一般質問
　

被
災
し
た
厳
し
い
環
境
の
中
で
、
体
も
心
も
発
育
盛
り
の

子
ど
も
達
は
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
。
仮
設
校
舎
、
間
借
校
、

児
童
生
徒
急
増
校
の
改
善
を
。

問　

プ
レ
ハ
ブ
仮
設
校
舎
の
特
別
教
室
に
も
エ
ア
コ
ン
の
設

置
を
。

答　

本
校
舎
に
移
転
ま
で
時
間
を
要
す
学
校
に
設
置
す
る
。

問　

震
災
後
、
女
川
陸
上
競
技
場
が
使
用
で
き
な
く
な
り
、

専
修
大
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
練
習
の
子
ど
も
達
が
集
中
し
て
い

る
。
追
波
川
河
川
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
全
天
候
型
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
整
備
す
べ
き
。

答　

現
状
で
の
利
用
を
継
続
し
て
い
く
。

　

最
大
の
被
災
地
で
、「
で
き
る
だ
け
早
く
」「
で
き
る
だ
け

住
民
参
加
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
。

問　

復
興
交
付
金
「
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
」
は
、
高
齢

者
生
活
支
援
、
障
が
い
者
福
祉
、
子
育
て
支
援
施
設
整
備

事
業
も
補
助
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
共
生
型
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
等
に
活
用
、
福
祉
の
復
興
モ
デ
ル
を
。

答　

復
興
部
、
健
康
部
、
福
祉
部
で
よ
く
協
議
し
て
決
め
る
。

水
澤
冨
士
江　
議
員

・
復
興
途
上
の
教
育
環
境
改
善
に
つ
い
て

・
住
民
が
主
人
公
の
ま
ち
づ
く
り
を

堀
川　

禎
則　
議
員

問　

二
子
地
区
新
市
街
地
居
住
を
２
年
早
め
る
べ
き
。

答　

地
盤
改
良
工
法
を
検
討
し
、
な
る
べ
く
早
い
宅
地
造
成

を
目
指
し
た
い
。

問　

魚
市
場
周
辺
の
集
客
施
設
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

整
備
予
定
の
多
機
能
施
設
に
集
客
施
設
を
考
え
て
い
る
。

規
模
や
運
営
な
ど
は
検
討
す
る
。

問　

観
光
面
で
の
お
客
様
の
定
着
化
と
そ
の
対
応
は
。

答　

道
の
駅
や
萬
画
館
に
多
く
来
場
い
た
だ
い
て
い
る
。
リ

ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
く
努
力
を
し
て
い
く
。

問　

慶
長
遣
欧
使
節
４
０
０
年
事
業
は
ど
ん
な
内
容
か
。

答　
　

月　

日
に
出
帆
４
０
０
年
祭
り
、　

月
に
フ
ォ
ー
ラ

１０

２８

１１

ム
等
、
１
月　

日
に
メ
キ
シ
コ
祭
り
を
予
定
し
て
い
る
。

２８

問　

震
災
遺
構
と
し
て
の
公
共
施
設
は
何
が
残
る
か
。

答　

明
確
な
答
え
を
出
し
き
れ
て
い
な
い
。
門
脇
小
は
ア
ン

ケ
ー
ト
で
解
体
を
望
む
意
見
５
割
、
保
存
の
意
見
３
割

だ
っ
た
。
今
後
は
地
域
と
の
対
話
で
保
存
施
設
選
定
に
努

め
る
。

問　

伝
承
研
究
会
の
意
見
と
し
て
ど
の
施
設
が
あ
る
か
。

答　

大
川
小
、
門
脇
小
、
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
等　

ヶ
所
が

１２

昨
年
９
月
に
提
案
さ
れ
た
。

問　

門
脇
小
以
外
で
解
体
さ
れ
る
施
設
は
。

答　

昨
年
８
月
に
策
定
の
公
共
施
設
廃
止
方
針
で
解
体
を
進

め
て
い
る
。

問　

震
災
を
後
世
に
伝
え
、
後
世
の
人
を
守
る
べ
き
だ
が
、

そ
の
認
識
は
。

答　

目
的
は
認
識
し
て
い
る
。
伝
え
る
使
命
は
持
っ
て
い
る
。

対
話
し
て
進
め
る
。

後
藤　

兼
位　
議
員

・
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
へ
向
け
て
の

行
財
政
運
営
に
つ
い
て

・
復
旧
復
興
加
速
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

問　

入
札
制
度
の
改
善
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

「
予
定
価
格
の
事
前
公
表
」「
設
計
労
務
単
価
の
改
定
」

「
施
工
確
保
対
策
」「
複
数
等
級
入
札
の
実
施
」
等
、
本
市

独
自
の
対
策
に
つ
い
て
研
究
を
行
う
。

問　

各
種
会
計
繰
越
の
実
態
と
改
善
に
つ
い
て
（
事
故
繰
越
、

繰
越
明
許
費
の
改
善
に
つ
い
て
）
伺
う
。

答　

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
合
わ
せ
て
繰
り
越
し
事
業
は
、

１
２
７
件
約
８
５
５
億
円
で
復
旧
・
復
興
事
業
の
増
加
や

資
材
等
の
高
騰
に
よ
る
入
札
不
調
等
事
業
に
着
手
で
き
な

い
。
繰
越
手
続
の
弾
力
的
運
用
を
国
に
要
望
。

問　

下
水
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

災
害
復
旧
工
事
の
入
札
公
告
を
行
っ
て
も
参
加
者
が
集

ま
ら
ず
入
札
中
止
と
な
る
ケ
ー
ス
が
相
次
ぎ
落
札
率　

・
２２

５
%
と
低
い
。

問　

避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

今
般
、「
石
巻
市
津
波
避
難
タ
ワ
ー
整
備
方
針
」
を
策
定

し
た
。
今
後
、
必
要
な
個
所
を
見
定
め
な
が
ら
整
備
を
進

め
る
。
↑
避
難
弱
者
対
策
が
必
要
だ
。
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一般質問

阿
部　

正
敏　
議
員

問　

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

答　

石
巻
市
中
心
市
街
地
活
性
化
検
討
市
民
会
議
を
新
た
に

設
置
し
、
中
心
市
街
地
に
関
す
る
市
民
各
層
の
意
見
要
望

等
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
今
年
度
末
を
目
標
に
改
定
内
容

を
検
討
し
て
い
く
。

問　

市
立
病
院
建
設
や
駅
前
周
辺
整
備
、
中
心
市
街
地
整
備

に
か
か
わ
る
駐
車
場
確
保
に
つ
い
て
。

答　

津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業
や
民
間
に
よ
る
市
街
地
再
開

発
事
業
に
よ
る
整
備
と
併
せ
、
既
存
の
民
間
駐
車
場
と
の

活
用
の
中
で
確
保
す
る
。
特
に
中
瀬
を
含
む
北
上
川
周
辺

に
つ
い
て
は
、
生
鮮
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
水
と
緑
の
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
整
備
、
内
海
橋
の
架
け
替
え
な
ど
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
観
光
客
の
利
便
性
を
考
慮
し
適
切
な
駐
車
場

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

問　

町
内
会
自
治
組
織
の
活
性
化
策
に
つ
い
て
。

答　

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
の
影
響
を
受
け
、
役
員
の
担
い

手
不
足
や
事
業
参
加
率
の
低
下
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
。
よ
っ
て
、
地
域
自
治
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
る
協
働

社
会
の
実
現
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
住
民
自
身

で
何
が
で
き
る
の
か
を
テ
ー
マ
に
住
民
主
体
に
よ
る
各
種

勉
強
会
、
話
し
合
い
活
動
を
山
下
地
区
、
桃
生
地
区
を
モ

デ
ル
地
域
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、

町
内
会
自
治
会
組
織
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
る
。

石
森　

市
雄　
議
員

問　

漁
業
が
福
島
原
発
の
風
評
被
害
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら

に
地
下
水
放
出
計
画
が
あ
る
。
抗
議
す
べ
き
だ
。

答　

東
電
に
対
す
る
不
信
感
が
あ
る
。
関
係
機
関
、
沿
岸
他

市
町
と
連
携
を
図
り
、
対
応
し
て
い
く
。

問　

南
浜
町
国
立
祈
念
公
園
の
実
現
性
と
市
単
独
事
業
の
整

備
計
画
を
示
す
べ
き
だ
。

答　

県
営
公
園
の
意
向
が
示
さ
れ
た
。
国
営
も
そ
う
い
う
方

向
と
認
識
し
て
い
る
。
市
単
独
は
機
能
や
施
設
内
容
に
つ

い
て
、
国
県
と
協
議
し
て
い
く
。

問　

牡
鹿
の
鮎
川
が
復
興
拠
点
で
あ
る
。
具
体
的
な
計
画
は
。

答　

漁
港
、
商
業
観
光
、
企
業
誘
致
、
公
園
と
４
つ
の
ゾ
ー

ン
に
。
魚
市
場
、
製
氷
冷
蔵
庫
、
上
架
施
設
、
捕
鯨
文
化

施
設
、
離
島
航
路
整
備
、
特
に
商
業
観
光
施
設
を
早
く
整

備
し
た
い
。

問　

被
災
土
地
の
か
さ
上
げ
に
つ
い
て
は
。

答　

土
地
の
面
積
確
定
後
に
買
い
取
る
。
高
台
造
成
工
事
で

派
生
し
た
土
を
埋
め
立
て
に
使
う
。
道
路
、
水
路
の
復
旧

状
況
と
調
整
を
図
り
進
め
る
。

問　

６
メ
ー
ト
ル
の
防
潮
堤
で
は
将
来
的
に
不
便
で
は
な
い

か
。

答　

県
の
Ｌ
１
対
応
が
６
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
方
向
で
あ
る
。

庄
司　

慈
明　
議
員

・
街
づ
く
り
に
不
可
欠
な
市
民
と
の
協
働
め
ざ
し

住
民
ど
う
し
の
話
合
い
の
条
件
づ
く
り

問　

街
づ
く
り
の
重
要
課
題
は
、
仮
設
住
宅
と
被
災
し
た
地

域
の
中
の
復
興
推
進
地
域
以
外
の
地
域
（
湊
東
部
・
渡
波
、

門
脇
・
南
浜
、
釜
・
大
街
道
等
）
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
と
再
生
と
考
え
る
。

　
　

そ
の
現
状
と
困
難
と
す
る
原
因
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

市
民
全
体
に
対
し
て
の
意
向
調
査
後
、
こ
れ
ら
の
地
域

に
住
む
方
々
へ
の
意
向
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
の
現
状
は
つ
か
み
切
れ
て
い
な
い
。

そ
の
原
因
の
一
つ
は
、
個
人
情
報
保
護
法
等
の
壁
に
よ
り

市
役
所
内
部
で
も
そ
の
住
所
等
を
共
有
で
き
な
い
こ
と
に

あ
る
。

問　

６
月　

日
に
成
立
し
た
改
正
災
害
対
策
基
本
法
に
よ
り

１７

『
被
災
者
台
帳
』『
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
』
の
作
成
が

可
能
と
な
っ
た
。（
仮
称
）石
巻
市
災
害
対
策
基
本
条
例
を

制
定
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
の
た
め
に
、
名
簿
作

成
を
提
案
す
る
。

答　

そ
の
方
向
で
検
討
し
た
い
。

※
こ
の
他
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
勧
奨
を
し
な
い
問

題
や
危
険
区
域
の
再
指
定
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し

た
。
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▲中央公民館での報告会の様子

議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告会会会会会会会会会会会ををををををををををを開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催しししししししししししままままままままままましししししししししししたたたたたたたたたたた！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
　平成25年５月19日、26日の２日間にわたり、市内８か所の会場において平成25年第１回議

会報告会を開催しました。今回は平成24年11月に続いて２回目の開催となり、両日合わせて

98人の参加がありました。報告会では、議会だより34号に基づいて第１回定例会の報告をし

た後、市民の皆様から貴重なご意見・要望をいただきました。

　各会場での詳しい内容は、

ホームページで見ることができ

ます。

　次回の議会報告会は１１月の開

催を予定しています。日時や場

所が決定次第、ちらしやホーム

ページでお知らせします。

　より多くの方の参加をお待ち

しています。

【議会報告会実績】

参加者数場　　所開催日時

５人桃生公民館

平成25年５月19日（日）
午後２時～３時30分

11人仮設向陽団地

10人雄勝総合支所

34人仮設大橋団地

５人鹿妻南コミュニティハウス

平成25年５月26日（日）
午後２時～３時30分

９人稲井公民館

９人石巻中央公民館

15人青葉会館

【議会報告会で出された主な意見、提言、要望等】
●保育所の待機児童について

●避難道路について

●仮設住宅から病院への交通手段について

●被災者の医療費無料化の継続について

●雇用対策について

●旧北上川の東側の活性化について

●避難所のバリアフリー化について

●議会基本条例の活用について

●通学路の安全対策について

●防潮堤の整備について

●石巻市のマスメディア戦略について

●総合支所の権限と予算について

●議会だよりの内容について

●選挙掲示看板について

●藤久建設のガレキ処理について

●議員の活動について

●市職員ＯＢの天下りについて

●下水道の整備について

●災害復興住宅について

▲鹿妻南コミュニティハウスでの報告会の様子

▲仮設大橋団地での報告会の様子

▲仮設向陽団地での報告会の様子
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平成24年度　政務調査費執行状況
　政務調査費は、議員の調査研究における必要な経費の一部として、「石巻市議会政務調査費交付条例」に基づ

き、会派に対し、一人につき年額36万円を交付しています。

　なお、平成24年度の各会派の執行状況は次の表のとおりです。

※�橋左文議員（無会派）は、政務調査費の交付申請をしていません。
※残額は市に対して返還済です。
※交付額を超えた支出分については、不足額分は会派（自己）負担となっています。
※ニュー石巻は10月に所属議員が６人から５人に減っており、［10月まで30,000円（月額）×6人×7ヶ月＝1,260,000
円］＋［11月以降30,000円×５人×５ヶ月＝750,000円］＝2,010,000円の交付となっています。

無会派
（黒須光男
議員）

無会派
（阿部和芳
議員）

日本共産党
石巻市議団

公明会明心会
新世紀
クラブ

グローバル
石巻

フロンティ
ア石巻

ニュー石巻会派名

１人１人２人３人４人４人４人５人６人人 数

360,000360,000720,0001,080,0001,440,0001,440,0001,440,0001,800,0002,010,000交 付 額

135,110研究研修費

240,892133,700736,6051,360,9651,404,7371,325,8681,763,1731,790,181調 査 費

31,50061,45228,050資 料 費

36,750広聴広報費

360,000人 件 費

9,01539,65024,49046,730114,61048,52091,390その他経費

360,000249,907241,600798,0571,413,5051,586,5771,440,4781,811,6931,881,571支 出 計

0110,093478,400281,94326,495000128,429残 額
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東京都中央区議会が視察に来ました

　５月23日～24日、東京都中央区議会全員協議会が視察のため来石しました。石巻市と中央区は、昨年

４月に災害時相互援助協定を締結しています。

　23日に来石し、門脇小学校、日和山の現地視察を行いました。翌24日は市役所で被害状況等について

研修を受けた後、大川小学校を訪れて献花をしました。

議会トピックス

▲市役所での研修の
様子

　６月19日、石巻市新規採用職員が研修の

一環として第２回定例会を傍聴しました。

　石巻市議会では、市民の皆様に開かれた議会を
めざし、市内で事業活動を行う団体や市民グルー
プ（10名以上）の皆様と積極的に懇談会や意見交
換会を実施していきます。
　市政や議会運営、市の重要な事項に関して、皆様
の貴重なご意見やご提言を直接お聞かせください。

①団体名（代表者名）　　②参加人数
③懇談のテーマ（1～2項目）
④希望日時 をお知らせください。

※詳細については議会事務局
　（�0225－95－1111　内線5964）まで

ご連絡ください。　　

「「「「「「「「「「「「市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民のののののののののののの皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆様様様様様様様様様様様様にににににににににににに開開開開開開開開開開開開かかかかかかかかかかかかれれれれれれれれれれれれたたたたたたたたたたたた議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会」」」」」」」」」」」」をををををををををををを「市民の皆様に開かれた議会」を
めめめめめめめめめめめめざざざざざざざざざざざざししししししししししししまままままままままままますすすすすすすすすすすす！！！！！！！！！！！！めざします！

石巻市議会豆知識

Ｑ　緊急質問ってなに？

Ａ　一般質問は定例会に限り行われますが、緊急質

問は定例会でも臨時会でも行う事ができます。

　　緊急質問を行うことができるのは、質問が緊急

を要するとき、しかも議会が質問を行うことに同

意した場合に限られます。

？？？

　５月22日、東京都日比谷公会堂において、

全国市議会議長会第89回定期総会が開催

され、次の方々が表彰されました。

◎一般表彰（市議会議員在職10年以上）

　　�橋　栄一　議員

　　石森　市雄　議員

◎感謝状（全国市議会議長会評議員として）

　　阿部　政昭　議員

　　阿部　和芳　前議員

表　　彰�����
�����

�����
�����
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５月
１３日　議会運営委員会、広報広聴委員会
１５日　市議会第２回臨時会
　　　全員協議会、広報広聴委員会
１６日　全国市議会議長特定第三種漁港協議会
１９日　議会報告会（桃生公民館、仮設向陽団地、

雄勝総合支所、仮設大橋団地）
２０日　東日本大震災復興促進特別委員会
２１日　京都府舞鶴市議会行政視察来石
２２日　全国市議会議長会第89回定期総会

（東京都千代田区）
２３日　東京都中央区議会行政視察来石（～24日まで）
２６日　議会報告会（鹿妻南コミュニティハウス、

稲井公民館、石巻中央公民館、青葉会館）
２８日　静岡県富士市議会行政視察来石
２９日　沖縄県離島六村議会運営協議会行政視察来石

６月
４日　議会運営委員会、広報広聴委員会
５日　まちなか再生促進特別委員会
６日　議会運営委員会
１０日　市議会第２回定例会開会（～24日まで）
　　　本会議（提案理由説明）
１１日　本会議（条例案、予算案等審議）
１２日　総務企画委員会、環境教育委員会

１３日　保健福祉委員会、産業建設委員会
１４日　議会運営委員会
１８日　本会議（一般質問）
１９日　本会議（一般質問）
２０日　本会議（一般質問）、環境教育委員会
２１日　本会議（一般質問）
２４日　本会議（一般質問、委員長報告、追加議案

審議）、閉会、議会運営委員会
２６日　環境教育委員会
２７日　まちなか再生促進特別委員会

７月
１日　新潟県糸魚川市議会行政視察来石
２日　北海道古平町議会行政視察来石
９日　東京都福生市議会行政視察来石
１０日　総務企画委員会
１６日　議会運営委員会、市議会第３回臨時会
　　　全員協議会、各常任委員会
　　　京都府伊根町議会行政視察来石
１８日　全国市議会議長会産業経済委員会
１９日　環境教育委員会
２３日　福岡県大刀洗町議会行政視察来石
２９日　議会運営委員会、広報広聴委員会
３０日　京都府福知山市議会行政視察来石

議会の動き

　市民に開かれた議会を目指し、議会改革の一
環として、今年度第一回目の「議会報告会」を開
催しました。参加した市民のみなさんから多くのご
意見・ご提案をいただき、今後の市政運営に生か
すべく、全議員による検証会議を行なっています。
　この地で生まれ、学び、これからも家族とともに
暮らしていく「ふるさと」のまちづくりについて、市
民のみなさんは真剣に考えているということを改
めて実感しました。我々議員も刺激を受け、石巻
市の抱える諸課題の解決に向けて精力的に活動
しています。
　子どもたちが笑って学校に通い、お父さん・お
母さんが額に汗して働き、おじいさん・おばあさ
んが健康で長生きできるような、真面目に生活
する市民に幸福が訪れるような石巻市をつくるた
めに、我々議員は努力を惜しみません。
　「市議会はいつでも市民とともにある」ことを
胸に刻み、これからもより良いまちづくりを目指し、
がんばります。

広報広聴委員会委員　遠藤　宏昭

編 集 後 記
表紙から

　桃生新田保育所で、７月２日～４日まで夏祭りが

行われました。３日は保育所のホール内に輪投げ、

くじ引き、スーパーボールすくいの３つのお店屋さ

んが開店。遊び方を説明する店員さんは５歳児クラ

スの子ども達です。赤と青のおそろいのハッピを着

て、他のお店に負けないよう、大きな声でお客さん

を呼び込んでいました。


